
株式会社　山益衛生
 〒428-0014　静岡県島田市金谷泉町538番地
  TEL (0547) 46-3251

エコアクション21

環 境 経 営 レ ポ ー ト
レポート対象期間　令和4年4月 1日 ～ 令和5年 3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 発行日 令和5年6月28日

　　　　　　　　　一般廃棄物収集運搬業 (し尿・浄化槽汚泥)
*認証登録の活動範囲　浄化槽保守点検・清掃業
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1.

2. 所在地

3.

山村 真哉

山村 友子

4.

5. 事業の規模

・ 1000万円

令和2年度 令和3年度 令和4年度

9 9 8

927.21 927.21 927.21

432 432 432

5149ｔ 5504ｔ 5570ｔ

102 100 110

1

株式会社 山益衛生

責任者氏名及び担当者連絡先

事業所名及び代表者名

事業内容

浄化槽保守点検・清掃業、一般廃棄物収集運搬業 ( し尿・浄化槽汚泥 )

エコアクション21認証・登録　　・平成19年 2月23日

・ 昭和31年12月 3日

・ 4月 1日 ～ 翌年 3月31日

売上高　(百万円)

延べ床面積 (㎥)

組 織 の 概 要

従 業 員 (人)

敷地面積 (㎥)

処理(収集運搬)量

会社設立年月日

決 算 期 間

資　 本　 金

　　　 担　当　者

　　　 連　絡　先

環境管理責任者

Ｔ Ｅ Ｌ：0547-46-3251

Ｆ Ａ Ｘ：0547-46-3253

ＭＡＩＬ：saneki.kanaya@yr.tnc.ne.jp

〒428-0014　　静岡県島田市金谷泉町538番地

代表取締役　山村 真哉



6. 許可内容

登録有効期間

令和3年12月27日

令和6年12月26日

令和4年4月1日

令和6年3月31日

令和4年4月1日

令和6年3月31日

令和　5年　2月23日

令和　7年　2月22日

7. 保有車輌台数

車輌の種類 台数

軽貨物 5 台

軽乗用 2 台

社用車 1 台

1 台

3 台

1 台

1 台

8.

料金につきましては異なりますのでお電話にてお問い合わせ下さい。

最大積載量

350㎏

(乗用定員)
4人

2000 ㎏

登録・許可番号

60第 175号

島都下 第561号

島都下 第559号

0001346

内容

浄化槽保守点検業

浄化槽清掃業

一般廃棄物処理業
(し尿・浄化槽汚泥収集運搬)

エコアクション21

(乗用定員)
5人

7000 ㎏

5000 ㎏

3000 ㎏

バキューム車

2

浄化槽保守点検・清掃料金・汲取り料金



斉藤 政寿

村松 武志

1

・環境方針を定める。

・環境経営目標及び環境経営計画を承認する。

・環境経営システムの増改築及び運用、環境目標及び環境経営計画の実施に必要な資源

　(人的・物的・財務的資源） を用意する。

・環境管理責任者を任命する。

・環境経営目標の達成状況について、毎年4月に報告を受け必要な場合は改善等を指示する。

・全体の取組状況の評価と見直し

2 環境管理責任者 （社長）

・EA21責任者に環境への環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの

　実施を指示し、その結果を承認する。

・EA21責任者に環境目標の設定を指示し、その結果を審査の上承認する。

・毎年5月に環境目標の達成状況について報告を受け、必要な場合は問題点の是正を指示

　する。

3 EA21担当者

・環境経営システムの構築及び運用に関して環境管理責任者の業務を補佐する。

・環境管理責任者の指示により、必要な調査検討を行う。

・システム運用上の事務管理

・文書の作成管理

・環境経営システムレポートの作成

4 各従業員

・自らの作業において環境への負荷の軽減に努める。

現 場 担 当 事務所担当

実施体制

環境管理責任者 代表取締役　山村 真哉

担　　当　　者 山西　裕美

〈 役割責任 〉

代表取締役

3

山村 裕樹 山村　祐美 山村　友子

石神　晃



◇地域社会とのコミュニケーションを大切にする。

◇環境方針を全従業員に周知徹底します。

4

管理を図るため、以下の対策を行います。

　　　　　株式会社　山益衛生

　　　　　代表取締役　山村 真哉

　　　　　制定日　平成19年 5月30日
　　　　　改定日　令和 2年 8月31日

◇地球温暖化を考慮したエネルギーの合理化の推進を行います。

◇環境に配慮した商品のグリーン購入の推進に努めます。

◇節水・水の効率的利用並びに電気使用量の削減に努めます。

◇事業所における廃棄物の分別による資源化の推進を行います。
　≪ リデュース (減量) ・ リユース (再利用) ・ リサイクル (再資源化) ≫

◇環境関連法規制及び当社が同意するその他の各種協定を順守します。

◇安心、安全な薬剤をお客様に提供し、適正管理に努めます。

環境経営方針

　私達は、浄化槽保守点検・清掃、一般廃棄物 (し尿・浄化槽汚泥)収集運搬業者

として、お客様の生活の場を衛生かつ快適に保つとともに、環境への負荷を削減

　当社は、主要な業務である浄化槽保守点検業 ・ 一般廃棄物収集運搬業、を行うに

あたり、常に環境にやさしい事業活動に努めることを課題とし環境負荷の低減と維持

し地球環境保全に積極的に取り組み、環境経営の継続的改善を誓約します。

　　 【基本理念】

　　 【行動指針】



【短期目標】

単　位
令和元年度

(基準値)

令和4年度
目標数値

(基準値比2％減)

㎏-CO2 32733 32078

kwh 12806 12550

L 4313 4227

原単位 使用量／件数 0.48 0.47

L 6057 5936

原単位 使用量／収集運搬量 1.22 1.20

ＬＰガス使用量 ㎏ 395 387

㎥ 401 393

㎏ 584 572

㎏ 207 203

単　位
令和5年度
目標数値

(基準値比3％減)

令和6年度
目標数値

(基準値比4％減)

令和7年度
目標数値

(基準値比5％減)

㎏-CO2 31751 31424 31096

kwh 12422 12294 12166

L 4184 4140 4097

原単位 使用量／件数 0.47 0.46 0.46

L 5875 5815 5754

原単位 使用量／収集運搬量 1.18 1.17 1.16

㎏ 383 379 375

㎥ 389 385 381

㎏ 566 561 555

㎏ 201 199 197

*0.97 *0.96 *0.95

購入電力 【排出係数0.379kwh】

環境経営目標 (短期・中期)
*事業年度は4月から翌年3月である。

令和元年度の実績を基準値と定め、環境負荷の現状と取組状況を検討し基準値比・目標数値を定める。

項　　目

二酸化炭素排出量

購入電力

ガソリン使用量

軽油使用量

水資源投入量

廃棄物排出量 (再生利用)

廃棄物排出量 (可燃ごみ)

作業環境の向上 臭気対策・排ガス浄化などの推進

※産業廃棄物 (金属くず･廃プラ) は、客先からの交換部品で発生するので数値目標は定めない。

【中期目標】　令和元年度の実績を基準値とする。

項　　目

二酸化炭素排出量

作業環境の向上 臭気対策・排ガス浄化などの推進

5

ガソリン使用量

軽油使用量

ＬＰガス使用量

水資源投入量

一般廃棄物排出量 (再生利用)

廃棄物排出量 (可燃ごみ)



1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8

・主電源OFF．未使用電化製品のプラグを抜く (責任者 ： 山　村)

・車輌整備 (責任者 ： 社　長)

ＬＰガス使用量の削減

購入電力 (二酸化炭素排出量) の削減

・冷暖房管理　(夏28度±1度、冬20度±1度） (責任者 ： 山　西)

・不要電力の消灯の徹底 (責任者 ： 山　西)

水資源投入の削減

(責任者 ： 山　西)

ガソリン・軽油使用量 (二酸化炭素排出量) の削減

・エコドライブに心掛け燃費データの把握 (責任者 ： 山　村)

・作業運搬ルートの策定効率化 (責任者 ： 社　長)

・ガスコンロでの煮炊きは、季節により調整する

・事務用品等エコマーク商品の購入 (責任者 ： 山　西)

・洗車時、洗濯時の水漏れ防止の徹底 (責任者 ： 山　村)

・全ての水道に於いて節水を徹底する (責任者 ： 山　村)

・ディーゼル車排ガス浄化 (責任者 ： 社　長)

6

環境経営計画

・生ゴミは生ゴミ処理機により処理し活用 (責任者 ： 山　村)

・ゴミの分別と計量の徹底 (責任者 ： 山　西)

バキューム車の環境対策

・悪臭防止　(脱臭剤投入など) (責任者 ： 社　長)

廃棄物の削減及びリサイクル商品の活用

・コピー用紙は再生紙を利用し､使用済み用紙の裏面は (責任者 ： 山　西)

　再度コピー用紙として使用する。

･電力供給　(全量売電)

地域社会とのコミュニケーション

・事業所周辺の清掃活動 (責任者 ： 社　長)

太陽光発電設置【H29年4月】 設置kw数：21.2kw



　

活動内容 責任者 担当者

冷暖房管理　夏28度±1度
　　　　　　　　 冬20度±1度

不要電力の消灯の徹底

主電源OFFプラグを抜く事の配慮

太陽光発電の自社使用の計画 社　長 山　村

エコドライブ 社　長

燃費データの把握 山　村

作業運搬ルートの策定効率化

車輌整備

LPガス使用量の削減 ガスコンロの使用の配慮 山　西
山　西

(事務所)

水漏れ防止の徹底 全従業員

洗濯時間の配慮 山　村

節水の徹底 全従業員

コピー用紙両面使用 山　西

エコマーク商品の購入 山　西

生ゴミの再利用 山　村

ゴミの分別と計量の徹底 山　西

定期的整備・安全確認

悪臭防止

ディーゼル車排ガス浄化

地域社会とのコミュニケーション 事業所周辺の清掃活動

《 令和4年度 環境経営計画表 》

環境目標 令和4年4月 ～ 令和5年3月　スケジュール

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

購入電力
山　西

山　西
(事務所)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

R 5
1月

2月

3月

ガソリン・軽油使用量

バキューム車・点検車
の環境対策

社　長 全従業員

7

全従業員

社　長

水資源投入の削減 山　村

廃棄物の削減
山　西

(事務所)

環境目標達成状況の確認

環境活動レポートの見直し

経過状況の確認

経過状況の確認

7月 ～ 9月

エアコンの温度調整の徹底

12月 ～ 3月

エアコンの温度調整の徹底

経過状況の確認

最終確認

◆冬場のガスコンロ使用の確認注意◆

※10月～4月



単　位
令和4年度
目標数値

(基準値比2％減)

令和4年度
(実績値)

評 価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 32078 31536 ○

購入電力 kwh 12550 12373 ○

L 4227 4180 ○

原単位 使用量／件数 0.47 0.45 ○

L 5936 6445 ×

原単位 使用量／収集運搬量 1.2 1.15 ○

㎏ 387 173 ○

㎥ 393 263 ○

㎏ 572 461 ○

㎏ 203 345 ×

　◇悪臭防止

環境経営目標の実績評価

《バキューム車の環境対策の実績 》

　・バキューム車に脱臭剤投入

　・清掃作業時、バキュームからの悪臭防止

　・浄化槽点検時、清掃時に脱臭剤入りの促進剤を投入

項　目

廃棄物排出量 (可燃ごみ)

廃棄物排出量 (再生利用)

ガソリン使用量

軽油使用量

水資源投入量

ＬＰガス使用量

　　の減少装置を装着。排気ガスを浄化すると共に炭化水素や一酸化炭素も低減する。

8

　◇ディーゼル車からの排出ガスを浄化

　　大気汚染の改善の為、排気ガス中に含まれる有害物質のNOX (窒素酸化物)とPM (粒子状物質)

　・水質の安定 (年1回以上の清掃義務ずけの中で汚れのひどい家は、半年ごと・9ヶ月ごとで清掃を行う)



《 環境目標の取組結果と達成状況 》

使用量／収集運搬量1.15

9

取組状況の確認・評価

　　二酸化炭素排出量 (㎏‐CO2)

購入電力使用量 (kwh)

ガソリン・軽油使用量 (Ｌ)

30000

32000

34000

36000

38000

40000

令和4年度

目標数値

令和4年度

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

令和4年度

目標数値

令和4年度

ガソリン

軽 油

目標達成できました。

一人一人が心掛け今後も引き続き取

り組む。

10000

10500

11000

11500

12000

12500

13000

令和4年度

目標数値

令和4年度

冷暖房管理、不要電力の消灯を引き

続き徹底する。

軽 油

ガソリン

作業中は、エコドライブに心掛け車両

管理を行う。



10

取組状況の確認・評価

LPガス使用量 (㎏)

水資源投入量 (㎥)

廃棄物排出量 (㎏)

100

150

200

250

300

350

400

450

令和4年度

目標数値

令和4年度

100

150

200

250

300

350

400

450

令和4年度

目標数値

令和4年度

0

100

200

300

400

500

600

700

令和4年度

目標数値

令和4年度

可燃ごみ

再生利用

ガスコンロの使用は、ほぼ毎日の為

無駄な湯沸しはしない。

水周り、洗濯機・水道に於いてバル

ブの締め忘れ、配管等からの水漏

れ等を防いで無駄な使用を無くす。

引き続き洗車時の節水を徹底する。

再度見直し取り組む。



○→できた　　△→ややできた　　×→できなかった
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事務用品等エコマーク商品の購入 ○

ゴミの分別と計量の徹底 ○

悪臭防止 ○

全ての水道に於いて節水の徹底 ○

コピー用紙の裏面使用 ○

ディーゼル車排ガス浄化 ○

ガスコンロの使用 ○

洗車時の節水 ○

洗濯機使用の配慮 ○

エコドライブの心掛け ○

作業運搬ルートの策定効率化 ×

車両整備 ×

不要電力の消灯 ○

《令和4年度 環境経営計画取組状況確認 》

活動項目 取組状況

冷暖房管理 (夏28±1℃、冬20±1度) ○

洗濯機使用時の節水はできていた。

※ステッカー等の貼り付けによる全

 社員への節水の意識向上。

冷暖房 夏 28℃±1 ・ 冬 20℃±1 の温度管理、

不要電力の消灯の徹底が十分できていた。



　

活動内容 責任者 担当者

冷暖房管理　夏28度±1度
　　　　　　　　 冬20度±1度

不要電力の消灯の徹底

主電源OFFプラグを抜く事の配慮

太陽光発電の自社使用の計画 社　長 山　村

エコドライブ 社　長

燃費データの把握 山　村

作業運搬ルートの策定効率化

車輌整備

LPガス使用量の削減 ガスコンロの使用の配慮 山　西
山　西

(事務所)

水漏れ防止の徹底 全従業員

洗濯時間の配慮 山　村

節水の徹底 全従業員

コピー用紙両面使用 山　西

エコマーク商品の購入 江　口

生ゴミの再利用 山　村

ゴミの分別と計量の徹底 山　西

定期的整備・安全確認

悪臭防止

ディーゼル車排ガス浄化

地域社会とのコミュニケーション 事業所周辺の清掃活動
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全従業員

社　長

水資源投入の削減 山　村

廃棄物の削減
山　西

(事務所)

《 令和5年度 環境経営計画表 》･･･4月～3月　( 次年度 )

環境目標 令和5年 4月 ～ 令和6年 3月　スケジュール

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

購入電力
山　西

山　西
(事務所)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

R 6
1月

2月

3月

ガソリン・軽油使用量

バキューム車・点検車
の環境対策

社　長 全従業員

環境目標達成状況の確認

環境活動レポートの見直し

経過状況の確認

経過状況の確認

7月 ～ 9月

エアコンの温度調整の徹底

12月 ～ 3月

エアコンの温度調整の徹底

経過状況の確認

最終確認

◆冬場のガスコンロ使用の確認注意◆

※10月～4月



※改正の確認を行い変更があれば更新する

法規制等の名称 該当する事項 条項（法律、施行令） 関連条例等による規則 厳守事項 厳守状況 許可・資格・届出

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

一般廃棄物収集運搬 第7条
島田市同条例第14条・第15条
島田市同条例施行規則

許可 ○
一般廃棄物処理業許可証　島都下第240号
浄化槽清掃業許可証　島都下第242号

第4条7項 規則第2条　第6条 基準 ○

第8条 / 第10条 規則第5条　第6条 基準 ○

規則第8条 技術管理者 ○ 1名

第12条 改善命令

第45条 浄化槽管理士 ○ 5名

第48条 保守点検業登録 ○ 浄化槽保守点検登録証明書登録番号60第175号

第4条8項 規則第3条 基準 ○ 浄化槽清掃技術者　1名

第9条 / 第10条 規則第7条 基準 ○

第35条 / 第37条 / 第38条 規則第10条・第11条 浄化槽清掃業の許可 ○ 一般廃棄物収集運搬の許可に同じ

第39条 標識の掲示 ○

第41条 取り消し・停止命令

違反・訴訟等の有無 関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟について過去３年間ありませんでした。 令和3年6月7日　確認

指定家電の処理委託
リサイクル料金の支払い

環境関連法規等の遵守状況
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消防法
火災の予防・警戒・鎮圧
火災地震等の被害軽減

フロン排出抑制法 エアコン (第一種特定製品)の簡易点検・定期点検

浄化槽法

保守点検

清　　　掃

◆事業者としての責務

環境基本法
地球温暖化対策推進法

環境経営の取組
温室効果ガス抑制措置等一般的自主努力

グリーン購入法 グリーン商品の購入

家電リサイクル法
自動車リサイクル法



作成日　令和5年6月28日

1 エコアクション21文書

2 環境経営目標及び目標達成状況

3 環境経営計画及び取組み実施状況

4 環境関連法規要求一覧及び導守状況

5 外部コミュニケーション・対応記録

6 問題点の是正・予防措置の実施状況

7
取引先、業界、関係行政機関、
その他外部動向

8 その他　(　　　　　　)

変更の必要性 「有」の場合の指示事項等

1 環境経営方針 有　・　無

2 環境経営目標 有　・　無

3 環境経営計画 有　・　無

4 環境に関する組織 (実施体制含め) 有　・　無

5 その他のシステム要素 有　・　無

6 その他 (外部への対応) 有　・　無
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代表者による全体の評価と見直し・指示

確認 ： (必要に応じて評価・コメント記載)

1
・
見
直
し
関
連
情
報

2
･
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目

項目

今後も活動を通して問題の発掘及び改善を実施するとともに、環境負荷への低減の為にも全社員が
もっと意識を高め引き続き努力していきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年6月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社 山益衛生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役 山村真哉

記録・文書作成

節水未達成

継続して取り組む

記録に記載しました

特に問題ありません

見直し確認実施

特にありません


